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安全性の高い通学路として
いきたい。（森本建設部長）

Ａ

通学路の整備はQ

町内の交通の流れを注視し、県へ働きかけていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　（森本建設部長）

Ａ

県道矢野安浦線の改良はQ

山野千佳子議員

道路の計画的な整備と適正な維持管理に努める。
　　　　　　　　　　　　　（三村町長・森本建設部長）

Ａ

今後の道路整備方針を問うQ

福祉事務所に相談窓口を設置し対応する。 （三村町長・清代民生部長）Ａ

生活困窮者への支援はQ

藤本哲智議員

沖田ゆかり議員

生活保護受給者に対する自立支援は

制度活用に向けたケースワークを丁寧に行っていきたい。
　　　　　　　　　　　　　 （三村町長・清代民生部長）

Ａ

Q

昨
年
12
月
に
成
立
し
た

「
改
正
生
活
保
護
法
」
で
は
、

受
給
者
が
働
い
て
得
た
収
入

の
一
部
を
積
み
立
て
、
保
護

が
終
了
し
た
際
に
生
活
費
と

し
て
支
給
す
る
給
付
金
が
新

設
さ
れ
た
が
、
町
と
し
て
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

現
在
の
制
度
で
は
、
生
活

保
護
受
給
中
に
働
い
て
収
入

を
得
る
と
、
保
護
費
が
減
額

さ
れ
る
が
、
創
設
さ
れ
る
﹁
就

労
自
立
給
付
金
﹂
制
度
は
、

保
護
受
給
者
の
働
く
意
欲
と

自
立
に
向
け
た
道
筋
を
作
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、

毎
月
の
就
労
収
入
の
一
部
を

積
み
立
て
、
保
護
脱
却
時
に

一
時
金
と
し
て
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
町
と
し
て
は
、
本
年
７

月
か
ら
の
施
行
に
向
け
、
制

度
活
用
に
向
け
た
ケ
ー
ス

ワ
ー
ク
を
丁
寧
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

QA

出
来
庭
地
区
の
通
学
路

は
、
歩
道
が
狭
く
平
坦
性
に

も
欠
け
る
た
め
、
熊
野
中
学

校
の
自
転
車
通
学
の
生
徒

は
、
車
道
を
走
行
し
て
お
り

非
常
に
危
険
で
あ
る
。

寺
堤
池
（
石
風
呂
池
）
西

側
か
ら
熊
野
北
農
道
入
口
ま

で
の
町
道
の
利
用
は
可
能

か
。幅

員
1.5
ｍ
程
度
で
車
両
通

行
困
難
な
町
道
大
畝
線
の
利

用
を
事
業
実
施
に
向
け
計
画

し
て
き
た
。

寺
堤
池
西
側
に
は
、
町
道

沿
い
に
倉
庫
が
建
っ
て
お

り
、
底
地
は
国
有
地
の
た
め

管
理
者
と
協
議
を
続
け
た
結

果
、
立
ち
退
き
の
同
意
を
得

る
と
と
も
に
、
土
地
は
国
か

ら
町
へ
無
償
譲
渡
申
請
中
で

あ
る
。

新
年
度
お
い
て
、
こ
の
場

所
を
歩
道
及
び
溜
ま
り
場
と

し
て
整
備
を
行
い
、
町
道
大

畝
線
に
接
続
す
る
安
全
性
の

高
い
通
学
路
と
し
て
い
き
た

い
。

QA

利
用
可
能
な
場
合
は
、
自
転
車

通
学
の
生
徒
へ
の
周
知
方
法
は
。

こ
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
熊
野

中
学
校
か
ら
も
整
備
の
要
望
を
受

け
て
お
り
、
整
備
が
完
了
次
第
、

通
学
指
導
を
徹
底
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

QA
道
垣
内
交
差
点
改
良
工
事
に
伴

い
、
馬
橋
ま
で
の
未
改
良
区
間
に

つ
い
て
ど
の
様
に
整
備
す
る
の

か
。ま

た
、
馬
橋
手
前
の
交
差
点
改

良
の
進
捗
状
況
は
。

道
垣
内
交
差
点
か
ら
馬
橋
ま
で

の
町
道
城
上
垣
内
線
に
つ
い
て

は
、
道
垣
内
交
差
点
か
ら
町
有
地

ま
で
の
間
は
歩
道
を
設
置
し
、
歩

道
が
設
置
で
き
な
い
箇
所
は
、
路

肩
部
分
を
カ
ラ
ー
舗
装
に
す
る
計

画
で
あ
る
。

ま
た
、
馬
橋
交
差
点
隅
切
り
改

良
工
事
を
今
月
中
に
完
了
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

QA

熊
野
黒
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
交

通
量
が
増
加
す
る
と
思
う
が
、

阿
戸
分
か
れ
交
差
点
か
ら
ト
ン

ネ
ル
ま
で
の
道
路
拡
幅
、
高
低

差
の
改
良
は
可
能
か
。

熊
野
黒
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
り
、
東
広
島
市
黒
瀬
町
方

面
か
ら
広
島
市
等
へ
向
か
う
県

道
矢
野
安
浦
線
は
、
今
ま
で
以

上
に
通
過
交
通
車
両
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
県
へ
引
き
続
き

県
道
矢
野
安
浦
線
の
道
路
整
備

の
推
進
を
強
く
要
望
し
て
い

く
。具

体
的
に
は
、
現
在
事
業
中

の
道
垣
内
交
差
点
の
改
良
及
び

川
角
か
ら
呉
地
ま
で
の
バ
イ
パ

ス
の
早
期
整
備
で
あ
る
。

こ
の
内
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に

つ
い
て
は
、
相
当
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
当
面
の
対
応
と
し
て
は
、

龍
王
峠
付
近
で
９
％
あ
る
急
勾

配
を
改
良
す
る
よ
う
県
へ
働
き

か
け
て
い
く
。

QA

「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
で
は
、
自
治

体
に
総
合
的
な
相
談
窓

口
の
設
置
と
、
困
窮
者

ご
と
の
支
援
計
画
の
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
る

が
、
町
の
対
応
と
今
後

の
対
策
は
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
福
祉
事
務
所
で
、

生
活
保
護
の
申
請
と
と

も
に
生
活
困
窮
者
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

平
成
27
年
４
月
の

﹁
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
﹂
の
施
行
後
も
、

福
祉
事
務
所
に
相
談
窓

口
を
設
置
し
対
応
し
て

い
く
。

支
援
計
画
等
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
現
在
国
に
お
い
て

検
討
さ
れ
て
お
り
、
町

と
し
て
は
、
国
や
県
か

ら
の
通
知
等
に
留
意
し

遺
漏
の
な
い
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

QA

３
月
24
日
に
熊
野
黒
瀬
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
県
道
矢
野
安

浦
線
の
交
通
量
の
増
加
が
予

測
さ
れ
る
。

朝
夕
の
渋
滞
を
緩
和
す
る

た
め
に
、
町
内
の
道
路
整
備

が
急
務
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
町
の
方
針
は
。

現
在
、
県
道
矢
野
安
浦
線

で
は
、
道
垣
内
交
差
点
の
改

良
及
び
川
角
か
ら
呉
地
ま
で

の
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
事
業
の

促
進
を
県
に
要
望
す
る
。

ま
た
、
県
道
を
補
完
す
る

主
要
町
道
と
し
て
、
昨
年
12

月
末
に
、
団
地
地
区
と
出
来

庭
地
区
を
結
ぶ
町
道
出
来
庭

川
角
中
央
線
を
供
用
開
始

し
、
県
道
交
通
の
緩
和
に
一

定
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
路
線
の
延
伸
、

及
び
こ
の
路
線
に
接
続
す
る

町
道
呉
出
来
線
の
拡
幅
等
を

検
討
す
る
。

QA

沖田ゆかり議員民法正則議員

民 生 部 門

建 設 部 門

▲開通した熊野黒瀬トンネル

▲利用を計画している町道大畝線


